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鈴木一誌（すずき ひとし）
1950年，東京都立川市に生まれる。1969年，
都立立川高校卒。1973年，東京造形大学を中退
して杉浦康平のアシスタントとなる。1985年，
独立。飯田橋に事務所を構える。
以後，映画本（上野昻志編『鈴木清順全映画』
立風書房 1986等々），現代史（『昭和』全 19

巻，講談社 1989–91等々），事典（『大辞泉』小
学館，初版 1995，第 2版 2012等々），文芸書
（金井美恵子『ページをめくる指』河出書房新社
2000等々），写真集（荒木経惟『東京人生』バ
ジリコ 2006等々）を主に，密度と力動に富む
ブックッデザインを 1万点近く手掛ける。
表紙まわりと本文のデザインはもちろん，スタ
ッフ編成，ワークフロー設計もふくめ，本を生
産する工程全体を一貫して管理・施工する建築
家兼現場監督的デザインワークを特色とし，職
能・技術・資材を総合して生み出される印刷物
のテクノゴシックな迫力と重量感は，圧倒的。
1998年，第 29回講談社出版文化賞ブックデザ
イン賞受賞。2005年より同賞選考委員。
在学中の 1971年，『シネマ 71』に「斬り込み，
意地で支える無意味性」を発表して以来，1960

年代の気風の持続を負うストロング・スタイル
の映画批評家としても活動。1981年，第 1回
ダゲレオ出版評論賞受賞。また写真評論家とし
て，1988年から西井一夫らと「写真の会」を
運営。
1995年，本文フォーマットの権利をめぐっ
て朝日新聞社を相手に「知恵蔵裁判」を提訴
（1999年，高裁で敗訴），1996年，「ページネー
ション・マニュアル」を提唱するなど，デジタ
ル時代の書物とデザインについて先駆的かつラ
ディカルな批評的発言を続けてきた。2001–11

年，戸田ツトムらとハードコアなデザイン誌
『d/SIGN』（全 18冊）を編集。
単著に映画論集『画面の誕生』（みすず書房
2002），ブックデザイン論集『ページと力』『重
力のデザイン』（青土社 2002，2007）。
共著に荒俣宏・春井裕との『想像力博物館』
（作品社 1993），『知恵蔵裁判全記録』（太田出
版 2001），澤井信一郎との『映画の呼吸』（ワ
イズ出版 2006），土本典昭との『全貌フレデ
リック・ワイズマン』（岩波書店 2011），大木
晴子との『1969新宿西口地下広場』（新宿書房
2014），戸田ツトムとの『デザインの種』（大月
書店 2015），森山大道との『絶対平面都市』（月
曜社 2016）等。
本書は，はじめてのエッセイ集となる。

鈴木一誌・文枝夫妻（撮影：大木晴子）


